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　平素は、長野県環境保全研究所の業務にご理解と

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　環境の保全及び保健衛生の向上に寄与することを

目的として、平成 16 年 4 月 1 日に旧衛生公害研究

所と旧自然保護研究所の統合により設立された当研

究所も、発足 10 周年を迎えることができました。

発足以来、県民の皆さんにとって身近な研究所であ

るとともに、健康でより良い環境のもとで日々の生

活を送れるよう、環境、自然保護及び保健衛生に関

する試験検査や調査研究、情報の収集や提供・普及

啓発に努めてまいりました。

　この 10 年間を振りかえりますと、環境分野では

諏訪湖や野尻湖に代表される湖沼の環境保全、建材

中のアスベスト、光化学オキシダント、PM2.5、地

球温暖化、生物多様性の保全、保健衛生分野では、

新型インフルエンザや残留農薬検査など、県民の皆

さんの生活や健康に直接かかわる問題に取り組んで

まいりました。また、危機管理の面では、東日本大

震災における原発事故に起因する放射能問題や様々

な原因による環境汚染問題・野生鳥獣のへい死事案

などにも対処してまいりました。

　これからの当研究所を考えますと、例えば、諏訪

湖の環境保全に係る水質浄化問題、あるいは、生物

多様性の保全に係る実態調査など、県民の皆さんと

の協働が必要不可欠となっており、複雑多様化する

今日の環境問題においては、目前の課題に向き合い、

研究所と県民の皆さんが協力、連携して取り組むこ

とが重要であります。

　また、環境保全や自然保護、感染症に食品の安全、

地球温暖化は、県民の生活に密着した重要な分野で

あり、その安全・安心を確保していくことは私ども

研究所の使命でもあります。今後も、多様なニーズ

にお応えできるよう、開かれた信頼される研究所を

目指して職員一同取り組んでまいりますので、より

一層のご支援とご協力を頂きますようお願い申しあ

げます。

所長　倉沢　幸一
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